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の
申
し
込
み
を
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

共
済
期
間
は
、
申
し
込
み

の
翌
日
か
ら
平
成

年
３
月

３０

日
ま
で
で
す
。
ま
だ
加
入

３１し
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご

加
入
く
だ
さ
い
。

な
お
、
加
入
申
込
書
付
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
市
役
所
、

各
市
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
市

内
の
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
を
除
く
）
に
も
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

受
付
場
所

市
民
安
全
課

（
市
役
所
３
階
）、
各
出
張

所
、
市
内
の
金
融
機
関

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）

問
い
合
わ
せ

市
民
安
全
課

市
民
安
全
係

万
一
、
交
通
事
故
（
人
身
）

に
あ
っ
た
時
、
交
通
災
害
の

程
度
に
よ
り
見
舞
金
を
受
け

ら
れ
る
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」

加 入加 入 手手 続 き は お 済 み で す続 き は お 済 み で す かか
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国
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動動

４
月
６
日
（
木
）

４
月
６
日
（
木
）
～～

日
（
土
）

日
（
土
）

１５１５

や

さ

し

さ

が

走

る

こ

の

街

こ

の

や

さ

し

さ

が

走

る

こ

の

街

こ

の

道道

路路

※
３
月

日
に
道
路
交
通
法
が

１２

改
正
し
ま
し
た
の
で
、
高
齢

運
転
者
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

運

動

の

重

点

①
歩
行
中
・
自
転
車
乗
車
中
の

交
通
事
故
防
止

▽
自
転
車
安
全
利
用
五
則
を
守

り
ま
し
ょ
う
。
①
自
転
車

は
、
車
道
が
原
則
、
歩
道
は

例
外
②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、

車
道
寄
り
を
徐
行
④
安
全
ル

ー
ル
を
守
る
⑤
子
ど
も
は
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
着
用

▽
歩
行
中
は
、
明
る
く
目
立
つ

服
装
を
心
が
け
た
り
、「
反

射
材
用
品
」
を
身
に
付
け
た

り
し
て
外
出
し
ま
し
ょ
う
。

▽
交
差
点
で
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー

と
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り

ま
し
ょ
う
。

②
後
部
座
席
を
含
め
た
す
べ
て

の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

▽
自
分
自
身
だ
け
で
は
な
く
、

交
通
安
全
を
図
る
た
め
に

は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
交

通
安
全
意
識
を
高
め
、
車
両

運
転
者
だ
け
で
は
な
く
、
歩

行
者
、
自
転
車
利
用
者
も
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

交
通
事
故
防
止
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
程

４
月
６
日
（
木
）

～

日
（
土
）
の

日
間

１５

１０

▽
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目

指
す
日
…
４
月

日
（
月
）

１０

運

動

の

基

本

子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止

▽
子
ど
も
の
事
故
は
夕
方
、

道
路
横
断
中
、
自
転
車
乗

車
中
に
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
、
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

▽
高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
、

徐
行
す
る
な
ど
「
思
い
や

り
の
あ
る
運
転
」
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

同
乗
し
て
い
る
家
族
や
友

達
の
大
切
な
命
を
守
る
も

の
で
す
。
前
席
も
後
席
も

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
（
６
歳
未

満
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
）
を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

▽
「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
・

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
」
を

絶
対
に
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
二
日
酔
い
で
も
飲
酒
運
転

で
す
。
運
転
す
る
前
日
は

深
酒
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

④
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

▽
二
輪
車
の
性
能
や
自
己
の

運
転
技
量
を
過
信
す
る
こ

と
な
く
、
カ
ー
ブ
の
手
前

で
は
十
分
に
速
度
を
落
と

す
な
ど
、
安
全
運
転
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

▽
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
正
し
く
か

ぶ
り
、
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
を

着
け
て
体
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ

青
梅
警
察
署

緯

・
０
１
１
０
、
交
通

２２
安
全
協
会
緯

・
５
２
８

２３

７
、
市
市
民
安
全
課
市
民

安
全
係

「「「
市
民
の
く
ら
し
展
」
参
加
団
体
募

市
民
の
く
ら
し
展
」
参
加
団
体
募
集集

毎
年
秋
に
行
わ
れ
る
青
梅
産

業
観
光
ま
つ
り
の
中
で
、
消
費

生
活
展
と
し
て
「
市
民
の
く
ら

し
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

消
費
者
団
体
等
で
構
成
さ
れ

た
実
行
委
員
会
に
よ
り
、
毎
年

テ
ー
マ
を
決
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

消
費
者
問
題
を
取
り
上
げ
、
啓

発
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
の
「
市
民
の
く

２９

ら
し
展
」
に
参
加
す
る
団
体
を

募
集
し
ま
す
。

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み

４
月

日
ま
で
に

２１

電
話
で
市
民
安
全
課
市
民
相

談
係
へ

▲昨年の様子

平平平
成成

年年
度度

２２９９
東
京
都
「
地
域
の
底

東
京
都
「
地
域
の
底
力力
発
展
事
業
助
成
」

発
展
事
業
助
成
」

申
請
事
業
募

申
請
事
業
募
集集

nka
.m
etro.tokyo.jp/chi

iki_ta
bunka

/chiiki_ka

tsudo/chiikiryoku/

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

電
話
緯

・
５
３

０３

８
８
・
３
１
６
６
で
都
生
活

文
化
局
都
民
生
活
部
地
域
活

動
推
進
課
へ

問
い
合
わ
せ

同
課
、
市
市
民

活
動
推
進
課

組
む
特
定
施
策
の
推
進
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
５
区
分

▽
防
災
・
節
電
活
動

▽
青
少
年
健
全
育
成
活
動

▽
高
齢
者
の
見
守
り
活
動

▽
防
犯
活
動

▽
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
気
運
醸
成
活
動

（
Ｃ
）
複
数
の
単
一
町
会
・
自
治

会
が
共
同
し
て
実
施
す
る
地

域
の
課
題
解
決
の
た
め
の
取

り
組
み

（
Ｄ
）
単
一
町
会
・
自
治
会
が
他

の
地
域
団
体
と
連
携
し
て
実

施
す
る
地
域
の
課
題
解
決
の

た
め
の
取
り
組
み

そ
の
他

詳
細
は
、
都
生
活
文

化
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.seika

tub
u HP

都
で
は
、
地
域
活
動
の
担
い

手
で
あ
る
町
会
・
自
治
会
が
主

催
し
て
行
う
地
域
の
課
題
を
解

決
す
る
た
め
の
取
り
組
み
（
催

し
・
活
動
等
）
を
支
援
す
る
た

め
、
事
業
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。

募
集
期
間

第
２
回
…
４
月
３

日
（
月
）
～
５
月

日
（
水
）、

３１

第
３
回
…
６
月
１
日
（
木
）

～
８
月

日
（
木
）、
第
４
回

３１

…
９
月
１
日
（
金
）
～

月
１１

９
日
（
木
）

対
象
団
体

都
内
に
所
在
す
る

町
会
・
自
治
会

対
象
事
業

（
Ａ
）
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め

の
取
り
組
み

（
Ｂ
）（
Ａ
）
の
う
ち
都
が
取
り

市民提案協働事業とは、より効果的に地域の課

題や多様化するニーズに対応するため、市民活動

団体の特性を生かした提案を募集し、市民活動団

体と市が協働で事業を実施するものです。

皆さんのご提案をお待ちしています。

募集する提案

①自由提案

市民活動団体が市と協働で実施したい事業につ

いて、自由な発想で提案するもの

②行政テーマ提案

市が設定した次のテーマについて、事業を提案

するもの

▽多世代が交流できる地域環境づくり

多世代が交流し合い、地域における顔の見える

関係を再構築できるよう、子育て世代にとって

の集いの場、相談できる場、元気高齢者にとっ

ての活躍の場などを複層的に取り組む事業提案

▽オリンピック・パラリンピックを契機とした交

流・理解促進事業

東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大

会を契機とした、言語、食、生活習慣、スポー

ツ、歴史等を素材とした文化的交流、理解促進

を図る事業提案

▽森林資源の魅力発信事業

森林空間での体験・若者層や都市住民との交流

を通じて「生きた森」を知るなど、森林資源を

生かした多様な事業提案

募集期間 ４月３日（月）～２８日（金）

応募できる団体 市内で市民活動を行っており、

次の要件をすべて満たす団体

▽定款（規約・会則）等を持ち、民主的な活動を

していること

▽５人以上で構成されていること

▽会計処理を適正に行っていること

▽組織および活動状況を公開していること
▽原則として１年以上継続して活動していること

▽暴力団の活動を助長する、または、暴力団の運

営に資することとなる活動をしていないこと

対象となる事業 次の要件をすべて満たす事業

▽協定書締結後から平成３０年３月３１日までに実施

する事業

▽市内で実施する事業

▽地域課題や社会的課題の解決を目指す事業

▽協働で実施することにより効果が高まる事業

▽新規性・先進性の高い事業

▽確実に実施可能な事業

▽適正な予算である事業

▽成果目標が適正に設定されている事業

対象とならない事業

▽営利活動、政治活動、宗教活動または選挙活動

を目的とするもの

▽他の助成金等の交付を受けるもの

▽公序良俗に反するもの

助成金 事業の実施に経費が必要な場合は、予算

の範囲内で、１事業につき上限を２０万円として

助成金を交付します。

応募に必要な書類

①市民提案協働事業提案書

②事業計画書

③収支予算書

④提案団体の概要をまとめた書類

⑤スケジュール表

⑥定款（規約・会則）

⑦会報誌等（発行している場合）

応募方法 募集期間内に必要書類を直接市民活動

推進課窓口（市役所３階）へ提出

※土・日曜日を除く午前８時３０分～午後５時１５分

その他

▽提案された事業は、第１次審査として書類審査

を行います。第１次審査を通過した事業につい

ては、第２次審査として公開プレゼンテーショ

ン（５月下旬予定）を行っていただきます。

▽詳細は、市ホームページ等でご確認ください。

問い合わせ 市民活動推進課

平平 成成 ２２９９ 年 度 市 民 提年 度 市 民 提 案案 協 働 事 業協 働 事 業 募募 集集


